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~SDGs 活用の今と未来、教育現場での可能性を考える~
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2015 年から2030 年までに国際連合加盟国で取り組むことになった、
貧困・飢餓・エネルギー・気候変動・平和的社会などから構成され
る持続可能な開発目標(SDGs ）の 教育現場での活用について考えま
す。ＳＤＧｓについて全体の説明を行い、その後に教育現場での活用
について、そして実践例についてお話します。

現場と世界のSDGs
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SDGsについて、教育現場での実践と世界での実践を織り込みながら、実際の国際連合広報センターの説
明を聞いてSDGsについて理解を深め、教育現場での活用の可能性と意義について第一線の研究者が語
ります。世界での実践は日本における教育現場での実践でも有用であること、そして日本における教育現
場での実践がグローバルにも通じることを実践例を踏まえて確認します。
　国際連合広報センター・大学の研究者・海外での実践者(将来の教員)・現職の教員というマルチステー
クホルダーの視点で、現場と世界のSDGsについての深い理解と教育現場での活用の意義と可能性につ
いて、深く学べるシンポジウムです！


